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通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績動向を踏まえ、2018 年５月 15 日に公表した通期業績予想を下記の通り修正い

たしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

● 業績予想の修正について 

 

2019 年 3 月期通期個別業績予想数値の修正（2018 年 4 月 1 日～2019 年 3 月 31 日） 

（単位：百万円） 

 

売上高 営業利益 経常利益 
当期 

純利益 

１株当たり

当期純利益 

（円） 

前回発表予想 (Ａ) 2,772 1,001 1,001 610 29.23 

今回修正予想 (Ｂ) 2,357 778 778 483 23.11 

増 減 額(Ｂ－Ａ) △415 △222 △222 △127  

増 減 率 (%) △15.0 △22.2 △22.3 △20.9  

（ご参考）前期実績 

（2018 年 3 月期） 

2,398 754 732 465 22.40 

（注）当社は、2017 年 10 月１日付で普通株式１株につき２株の割合、2018 年７月 28 日付で普通株式１

株につき２株の割合で株式分割を行っております。このため、前事業年度の期首に当該株式分割が

行われたと仮定し、１株当たり当期純利益を算定しております。 

 

【修正の理由】 

売上高につきましては、当社は集客したユーザーをクライアントに移送することで売上を

あげておりますが、プロモーション活動を中心とした Web マーケティングに係るユーザー

獲得コストが高騰したことにより、一定の利益を確保する必要があることから Web マーケ



ティングを抑制したため、当初の見込みを下回る見込みとなりました。 

利益につきましては、売上の減少に加え、ユーザー獲得コストの高騰により、Web マーケ

ティングコストが増加したため、当初の予想を下回る見込みとなりました。 

 

ユーザー獲得コストの高騰に対し、新たなユーザー獲得手法の開拓、サイト内改善及び販売

単価の調整等の施策を進め、直近に関しましては、高騰していたユーザー獲得コストも減少

傾向となり、ユーザーの獲得数も回復傾向となっておりますが、2019 年 3 月期中での当初

の予想までの回復には至りませんでした。 

 

以上 

 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、本資料の発表当時において入手可能な情報

に基づき作成したものであり、今後の不確定要素により、実際の業績と異なる場合がありますのでご了承

ください。 

 


